




















































というように、最晩年にいたってまでも茶室を建てるなど、おそらく天明七年 （一七八七） に隠居して以来、一層、茶の湯にたいしての造詣を深め ったもの 推察できる。
句の前書きでは、不白はその重豪の命令で自身の好みの茶室「花月楼」を建てたというのである。 「花月楼」
は、不白が宝暦八年 （一七五八） に江戸神田明神台 自邸に設けた広間 茶室 「花月楼」の「花月」とは七事式の「花月之式」に由来し、 『千家数寄屋寸法』によれば京間畳 八畳を中心 し もので、 「基本構成から見れば、
川上不白の句作と茶の湯
―『不白翁句集』「夏之部」より― 37（）























































同十二日 　西照寺ニ而 　不白 　手前
関白様 　　御詰 　柳原中納言殿 　樋口中務少輔殿
掛物 　三みやく院様文嵯峨御所へ御名当釜 　　天明 　万代屋形香合 　古イマリ染付水桶 　真手桶花入 　二重 宗和 花 　檀香梅 　白椿茶入 　落穂手 　嵯峨御所より拝領茶碗 　餝
川上不白の句作と茶の湯
―『不白翁句集』「夏之部」より― 31（1）





御皿 　水泉寺のり 　岩たけ御汁 　はり牛蒡 　なめたけ御飯
　　御香の物















とある不白の茶の湯にかなっている。ただし、その理由はそれにとどまらず、内前は茶杓を作るほどの茶の湯への心得がある人物であったことを視野に入れてのことであろう。貴人は不作法が許されるとしても、茶席に入れば軸に対して当然一礼すること なる その際に関白が礼するにふさわしい軸となれば 宸翰もしくは近衛家の祖先ものとなると考えたためだろう。そのため 、不白は大徳寺の高僧や表千家の歴代家元の軸を掛けることも可能であったのを、あえて「三みやく院様」を用いたといえる。さらに茶入れにも「嵯峨御所より拝領」の「落穂手」を用いているのは、そうし 軸との取合せを考慮してのことと考えられる。そのために『不白筆記』に「 碗飾り」として、
























す 　法ヲ以テ貴人を押付ル時ハ礼義不可有 　左候へハ茶道ハせまき用ニ立ぬ物也 　茶道ハ左様之らまき物ニ而なし 　広きが此道之肝要也 　時ニ寄破ルも法やふらぬも法也 　高人の時ニ随而道ヲ行事めい人の第一也 　殊ニ紀州ト申在り 　此被成方きつう心得可有事也 惣躰貴人の事 皆時ニ当リテ作略肝要也 　予モ主持故此事第一ニ時々被仰候 　返々も時ニ寄法ニからまさるゝ事有へから
す

とあるような不白の主張を現出している。不白は、誰彼となく茶家とし の格式や作法を押し付けることはなく、「時二寄破ルも法やふらぬも法也」というように相手により作法を適宜自在に変更することが、もてなしの極意であるとした。ここでは、千家由来のわび茶の点前を中心としつつも、その道具組みや懐石の後段を付けることで正客の高貴な身分に合わせた格式も維持している。それは、正客の千家らしい壺の口切りが見たいとの内前の所望に臨機応変に対応したから あろう。この姿勢こそが 先の 室の設計で 言われているように不白の人脈を広げた原因となったといえる。
口切りの茶事は十二月のできごとであったのに、句集では夏の部となっているという齟齬があるが、これは「薫
る風の色」の語句に由来す ものと考えられる。十二月 事で詠んだ句 季語が「薫る風 色」と 季節はずれの句となってしまっているとも言えるが 初夏に摘んだ茶を茶壷につめて保存しておき、柚子 実の色濃くなる頃に口切りして初めて賞味する茶の湯 風習をかんがみれ
ば
3、たとえ季語は夏であっても、茶席における即興の







してしばしば茶席の掛物にされる「薫風自南来 　殿閣生微涼」との関連も指摘できるかもしれない。もともとは唐の文宗が「人は皆炎熱を厭ふも我は夏日の長きを愛す」と詠じたのをうけて柳公権が詠んだ二句である 「爽やかな初夏の風が南より吹き来たり、宮殿にかすかな涼しさが生まれる、 いうこと。雲門文偃がある僧から『如何なるか是れ諸仏出身の処』と問われて 『東山水上行』と応えたのに対し、後の宋代の圜悟克勤は、自分ならば『薫風南より来りて殿閣微涼を生ず』と応えるといった。全く作為を興さないところこそが無量の利益を普く及ぼす大慧宗杲はこ 句によって大悟したという
」
1という禅語である。内前の関白というまさに殿閣で暮らす地位を取
り込んだ趣向となっ いる句と読むこ もでき のではな ろうか。
東呉の手水鉢といふハ、そのかミ豊国明神の朝鮮を征し給ひし時、名にしおふ先鋒たりし清正大将のいきほひ
































































31が、明和三年に没した宗翰よりも、明和五年 （一七六八） に参議 （相公） となり、
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